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「人新生の感染症」と向き合う対策� ２面

原発汚染水の海洋放出決定に抗議� ３面

医療崩壊は独占の医療政策に起因� ４面

東京オリ・パラ中止を（谷口源太郎）　�５面
英国ガス労働者が42日間波状スト� ８面

ドーミエとパリ・コミューン� 10面

わたしの薦める労働映画この三作� 11面

日
本
国
内
で
進
行
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
の
変
異
株
を
伴
う
第
四
波

の
爆
発
が
懸
念
さ
れ
対
策
が
急
が

れ
る
な
か
、
ワ
ク
チ
ン
頼
み
で
感

染
症
対
応
の
基
本
で
あ
る
徹
底
し

た
検
査
・
隔
離
・
治
療
を
蔑
ろ
に

し
て
き
た
菅
は
、
緊
迫
す
る
感
染

状
況
を
放
置
し
た
ま
ま
、
の
こ
の

こ
と
訪
米
の
途
に
着
い
た
。
そ
し

て
、
四
月
二
十
五
日
か
ら
五
月
十

一
日
ま
で
の
東
京
、
大
阪
、
兵

庫
、
京
都
へ
の
三
度
目
の
緊
急
事

態
宣
言
の
発
令
で
あ
る
。

中
国
と
の
対
決
路
線
を

鮮
明
に
し
た
日
米
会
談

四
月
十
六
日
、
米
国
バ
イ
デ
ン
大

統
領
に
と
っ
て
対
面
の
初
の
首
脳

会
談
と
な
っ
た
日
米
会
談
が
開
催

さ
れ
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
誕
生
後

初
め
て
東
京
で
開
か
れ
た
三
月
の

日
米
外
務
・
防
衛
閣
僚
に
よ
る
日

米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
（
２
プ

ラ
ス
２
）
で
は
、
中
国
を
名
指
し

批
判
し
、
安
保
と
経
済
を
切
り
離

す
「
政
経
分
離
」
方
針
を
変
更
し

両
者
を
一
体
な
も
の
と
し
中
国
を

敵
対
視
す
る
路
線
転
換
を
は
か
っ

た
。
中
国
外
交
部
が
、
日
本
は
米

国
の
「
戦
略
的
属
国
」
と
な
り
、

日
中
関
係
を
破
壊
し
た
と
厳
し
く

批
判
し
た
所
以
で
あ
る
。
政
治
・

経
済
・
軍
事
の
面
で
台
頭
す
る
中

国
を
「
戦
略
的
競
争
相
手
」
と
し

て
、
同
盟
国
と
協
調
し
て
対
抗
し

よ
う
と
い
う
立
場
の
バ
イ
デ
ン
政

権
に
と
っ
て
、
日
米
同
盟
と
ア
ジ

ア
地
域
の
重
要
性
を
再
確
認
し
、

２
プ
ラ
ス
２
の
成
果
を
確
か
な
も

の
と
す
る
こ
と
が
最
初
の
対
面
首

脳
会
談
の
相
手
に
菅
を
選
択
し
た

理
由
で
あ
っ
た
。

会
談
後
の
共
同
声
明
「
新
た
な
時

代
に
お
け
る
日
米
グ
ロ
ー
バ
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
お
い

て
、
日
本
メ
デ
ィ
ア
が
特
に
強
調

し
て
い
る
の
は
、「
自
由
で
開
か

れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
を
形
作
る
日

米
同
盟
」（『
朝
日
』
四
月
十
八
日

付
、
全
文
）
に
お
け
る
次
の
よ
う

な
言
及
で
あ
る
。「
日
米
両
国
は

台
湾
海
峡
の
平
和
と
安
定
の
重
要

性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
両
岸

問
題
の
平
和
的
解
決
を
促
す
」。

『
朝
日
』
社
説
（
十
八
日
）
は

「
国
交
正
常
化
以
降
初
め
て
、
日

米
首
脳
間
の
文
書
に
『
台
湾
』
が

明
記
さ
れ
た
意
味
は
重
い
」
と

し
、
台
湾
有
事
の
際
に
は
「
安
保

法
が
定
め
る
『
重
要
影
響
事
態
』

と
し
て
米
軍
へ
の
後
方
支
援
を
求

め
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
」
と
論

じ
た
。

内
政
の
失
敗
を
対
中・

対
朝
鮮
に
逸
ら
す
策
略

日
中
国
交
正
常
化
か
ら
来
年
に
は

半
世
紀
を
迎
え
よ
う
す
る
と
き
、

日
中
共
同
声
明
（
一
九
七
二
年
）

第
三
項
を
反
故
に
し
よ
う
と
で
も

い
う
の
か
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。「
三
　
中
華

人
民
共
和
国
政
府
は
、
台
湾
が
中

華
人
民
共
和
国
の
領
土
の
不
可
分

の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
重
ね
て
表

明
す
る
。
日
本
国
政
府
は
、
こ
の

中
華
人
民
共
和
国
政
府
の
立
場
を

十
分
理
解
し
、
尊
重
し
、
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
第
八
項
に
基
づ
く
立
場
を

堅
持
す
る
」（
本
紙
前
号
に
載

録
）。

「
台
湾
」
の
明
記
は
中
国
政
府
の

「
一
つ
の
中
国
」
政
策
の
明
白
な

蹂
躙
で
あ
る
。
ま
た
中
国
軍
に
よ

る
「
台
湾
侵
攻
」
と
い
う
過
剰
な

宣
伝
は
、
日
本
に
よ
る
「
尖
閣
諸

島
、
領
海
内
へ
の
中
国
公
船
侵

入
」
と
い
っ
た
宣
伝
と
と
も
に
別

の
反
動
的
意
図
が
あ
る
と
み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
自
衛
隊

の
装
備
強
化
と
南
西
シ
フ
ト
に
利

用
し
よ
う
と
い
う
策
略
で
あ
る
。

南
西
諸
島
の
陸
自
ミ
サ
イ
ル
部
隊

に
、
中
国
ミ
サ
イ
ル
搭
載
艦
艇
に

対
抗
す
る
役
割
を
担
わ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
の
も
そ
の
一
例
だ
。
日

米
共
同
声
明
に
お
け
る
反
中
国
宣

伝
は
、「
ル
ー
ル
に
基
づ
く
国
際

秩
序
に
合
致
し
な
い
中
国
の
行
動

に
つ
い
て
の
懸
念
」「
東
シ
ナ
海

に
お
け
る
一
方
的
な
現
状
変
更
の

試
み
」「
台
湾
海
峡
問
題
」「
香

港
・
ウ
イ
グ
ル
」
と
い
っ
た
、
バ

イ
デ
ン
政
権
の
対
中
対
決
政
策
に

追
従
す
る
日
本
外
交
の
あ
り
様
を

端
的
に
示
し
た
。

米
国
歴
代
政
権
の
対
中
関
与
政
策

の
失
敗
を
宣
言
し
た
象
徴
的
な
発

言
と
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
末
期

の
二
〇
二
〇
年
七
月
、
マ
イ
ク
‐

ポ
ン
ぺ
オ
元
国
務
長
官
に
よ
る
ニ

ク
ソ
ン
記
念
図
書
館
に
お
け
る
演

説
が
あ
る
。
中
国
の
指
導
者
、
習

近
平
を
「
全
体
主
義
の
奉
仕
者
」

と
名
指
し
、
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領

の
訪
中
（
一
九
七
二
年
）
以
来
の

米
国
歴
代
政
権
の
対
中
関
与
政
策

を
全
面
否
定
し
、
中
国
共
産
党
の

指
導
体
制
転
換
を
呼
び
か
け
た
。

バ
イ
デ
ン
政
権
が
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
下
の
二
〇
一
七
年
の
国
家
安
全

保
障
戦
略
文
書
で
示
さ
れ
た
中
国

を
「
戦
略
的
競
争
相
手
」
と
見
做

す
表
現
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
米
国
内
で
は
民
主
、
共
和

を
超
え
た
超
党
派
で
こ
の
中
国
認

識
が
共
有
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

中
国
の
対
台
湾
政
策
と

米
帝
の
揺
さ
ぶ
り
介
入

台
湾
問
題
を
一
例
に
あ
げ
れ
ば
、

中
国
の
台
湾
政
策
の
基
本
原
則
は

中
台
合
意
よ
る
「
九
二
年
コ
ン
セ

ン
サ
ス
」
に
従
い
、
台
湾
独
立
に

反
対
し
な
が
ら
、
両
岸
（
中
台
）

の
平
和
的
発
展
と
平
和
的
統
一
を

目
指
す
こ
と
に
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
起
源
を
め
ぐ
る

「
中
国
ウ
イ
ル
ス
」
発
言
、
一
〇

回
を
超
す
台
湾
武
器
供
与
決
定
、

「
一
つ
の
中
国
」
政
策
へ
の
揺
さ

ぶ
り
な
ど
、
台
湾
政
策
の
見
直
し

を
め
ぐ
る
議
論
が
繰
り
返
し
行
な

わ
れ
、
対
中
世
論
の
悪
化
と
と
も

に
こ
の
方
向
性
が
バ
イ
デ
ン
政
権

に
引
き
継
が
れ
た
の
だ
。

台
湾
問
題
を
中
心
に
日
米
共
同
声

明
を
み
て
き
た
が
、「
自
由
で
開

か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
構
想
」
の

な
か
に
は
、
日
本
の
防
衛
力
の
強

化
と
と
も
に
、
辺
野
古
に
お
け
る

新
基
地
建
設
な
ど
在
日
米
軍
再
編

を
め
ぐ
る
現
行
取
り
決
め
の
再
確

認
が
あ
る
。
ま
た
バ
イ
デ
ン
政
権

の
朝
鮮
政
策
は
策
定
途
上
に
あ
る

が
、
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
で
は
な

く
「
北
朝
鮮
の
非
核
化
」
を
一
方

的
に
課
題
と
し
て
あ
げ
、
ま
た
拉

致
問
題
の
即
時
解
決
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
流
れ

は
、
日
米
豪
印
戦
略
対
話
（
ク
ア

ッ
ド
）
に
よ
る
ア
ジ
ア
の
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
化
構
想
に
ま
で
進
も
う
と
し
て

い
る
。

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
民
主
主
義

は
民
族
主
義
へ
の
道
だ

こ
の
よ
う
に
中
国
と
の
対
決
路
線

を
鮮
明
に
し
た
今
回
の
日
米
共
同

声
明
の
も
つ
反
動
性
に
た
い
し

て
、
運
動
主
体
の
側
か
ら
の
批
判

の
声
は
あ
ま
り
に
も
低
調
だ
。
そ

れ
は
連
日
流
さ
れ
つ
づ
け
る
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
言
論
機
構
の
対
中
国
敵
視

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
注
入
に
対
し

て
、
中
国
が
歩
ん
で
き
た
近
現
代

の
歴
史
と
日
本
帝
国
主
義
の
侵
略

の
事
実
を
対
置
し
、
日
中
友
好
の

道
に
歩
み
を
進
め
て
き
た
先
人
の

取
り
組
み
に
学
ぼ
う
と
し
な
い
こ

と
に
よ
る
。

レ
ー
ガ
ン
が
「
悪
の
帝
国
」
と
呼

ん
だ
ソ
連
邦
が
倒
壊
し
た
後
は
、

ブ
ッ
シ
ュ（
子
）
が
「
悪
の
枢
軸
」

と
呼
ん
で
朝
鮮
・
イ
ラ
ン
・
イ
ラ

ク
を
叩
き
、
そ
し
て
こ
ん
に
ち
ア

ジ
ア
で
は
朝
鮮
と
並
ん
で
中
国

が
、
日
米
を
は
じ
め
と
す
る
帝
国

主
義
陣
営
の
標
的
に
さ
れ
て
い

る
。

こ
う
し
た
流
れ
に
あ
ら
が
う
一
本

の
杭
で
あ
る
べ
き
日
本
共
産
党
の

指
導
部
は
、
反
社
会
主
義
の
濁
流

に
呑
み
込
ま
れ
る
ば
か
り
か
、
い

ま
や
そ
の
濁
流
に
掉
さ
し
て
い
る

状
態
だ
。
二
〇
世
紀
の
後
半
か
ら

二
一
世
紀
の
こ
ん
に
ち
に
い
た
る

ま
で
の
日
ソ
、
日
朝
、
日
中
友
好

運
動
の
歴
史
を
遡
っ
て
み
る
と
、

そ
の
無
惨
な
姿
は
一
目
瞭
然
で
あ

る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
な
か
で
も

友
好
運
動
の
現
場
で
地
に
足
を
つ

け
て
苦
闘
す
る
日
本
共
産
党
員
が

い
る
こ
と
も
わ
れ
わ
れ
は
目
撃
し

て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
そ
う
し
た
人
び
と

や
そ
の
周
縁
で
活
動
す
る
人
び

と
、
ま
た
旧
社
会
党
系
で
地
道
に

友
好
運
動
を
担
っ
て
い
る
人
び
と

と
の
繋
が
り
を
求
め
つ
つ
、
こ
ん

に
ち
の
状
況
の
な
か
で
、
濁
流
に

あ
ら
が
う
一
本
の
杭
で
あ
り
た
い

と
行
動
す
る
。
そ
の
た
た
か
い
の

ひ
と
つ
の
あ
ら
わ
れ
が
、
Ｈ
Ｏ
Ｗ

Ｓ
二
〇
二
一
前
期
講
座
の
開
設

だ
。
中
国
・
朝
鮮
の
「
脅
威
」
を

口
実
に
し
た
東
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
に
お
け
る
緊
張
激
化
・
軍
拡

路
線
に
反
対
し
、
日
本
の
こ
ん
に

ち
を
決
定
づ
け
た
（
だ
が
そ
れ
は

変
え
ら
れ
る
し
、
変
え
な
け
れ
ば

わ
れ
わ
れ
は
歴
史
の
主
人
公
に
は

な
り
え
な
い
）
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
講
和
条
約
七
〇
年
を
機
に
、
日

米
安
保
体
制
打
破
、
日
中
・
日

朝
・
ア
ジ
ア
人
民
と
の
友
好
、
キ

ュ
ー
バ
を
は
じ
め
全
世
界
人
民
と

の
友
好
・
連
帯
の
礎
を
築
こ
う
！
　

来
た
れ
！
　
共
同
の
学
び
舎
、
Ｈ

Ｏ
Ｗ
Ｓ
へ
。

 

【
逢
坂
秀
人
】

（
四
月
十
三
日
に
首
相
官
邸
前
で
行
な
わ
れ
た
緊
急
抗
議
行
動　

撮
影
＝
木
嶋
正　

関
連
記
事
三
面
）

二
〇
二
一
年
春 

Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
か
ら
の
呼
び
か
け

コ
ロ
ナ
下
で
自
粛
・
萎
縮
せ
ず
、

知
性
を
鍛
え
、
闘
い
抜
こ
う
！

放
射
能
汚
染
水
の
海
洋
放
出
閣
議
決
定
糾
弾
！


